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松
方
正
義
公

経
済
政
策
論

の

堀

江

保

蔵

序

言

松
方
E
義
公
が
大
久
保
利
通
卿
に
突
い
で
、
維
新
後
の
我
図
経
済
設
建
史
上
の
偉
大
た
る
指
導
者
で
あ
っ
売
と
と
は
、
異
論
の
左

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
師
ち
公
は
大
久
保
卿
の
在
世
営
時
に
は
そ
の
股
肱
・
腹
心
と
し
て
卿
を
援
け
、
そ
の
夷
去
の
後
に
於
て
は
卿
D

政
策
に
し
て
踏
襲
す
ペ
昔
は
瞬
間
関
し
、
修
正
す
べ
昔
は
修
正
し
て
、
よ
〈
我
園
経
済
稜
遠
の
礎
石

P
確
立
し
た
。
地
租
改
疋
・
紙
幣

整
理
レ
金
本
位
制
の
賓
施
等
モ
の
粧
持
政
策
・
財
政
々
策
上
の
偉
大
友
る
事
結
に
就
て
は
事
『
新
ら
し
く
遁
ベ
る
必
要
の
な
い
冒
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
此
等
D
事
績
と
共
に
興
味
を
感
ゃ
る
の
は
、
会
の
粧
品
問
政
策
論
で
あ
る
。
本
稿
に
於
で
は
己
の
経
済
政
策
論
を
一
三
一
D

1

項
目
に
分
っ
て
慣
系
づ
け
て
見
た
い
と
忠
ふ
可
擦
る
と
と
る
の
資
料
は
「
松
方
伯
財
政
論
策
集
L
K
牧
め
ら
る
h

上
奏
文
・
意
見
書
・
樹

詑
等
で
あ
っ
て
、
共
等
は
線
て
明
治
前
期
邸
ち
公
の
活
動
の
前
半
期
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
経
済
政
策
論
の
杢
貌
を
窺
ふ
己

主
は
出
来
た
い
が
、
我
閥
経
済
設
建
白
基
礎
確
立
期
に
於
け
る
指
導
的
政
策
論
主
知
る
上
に
は
不
十
分
と
は
し
な
い
で
あ
ら
う
。

産

業

振

興

論

所
謂
産
業
と
は
農
工
商
の
三
業
主
指
す
。
後

ι掲
ぐ
る
振
農
策
を
除
ー
い
て
は
、
直
接
に
産
業
の
仮
興
を
説
い
た
丈
字
は
殆

ε見
蛍

ち
た
い
が
、
会
D
貿
易
政
策
論
・
貨
幣
政
策
論
忙
は
概
ね
産
業
興
振
。
事
が
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

τ
、
例
へ
ば
「
財
政
管
鋭
概

梧
方
E
義
告
の
終
稗
政
策
論

第
五
十
五
巻

第
三
漉

一
六
九
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極
方
正
義
告
の
極
糟
政
策
論

樺
五
十
五
巻

-11 
O 

第
三
腕

略
L
(
明
治
十
三
年
)
の
第
十
一
目
に
は
『
貿
易
D
本
た
る
や
農
工
商
の
三
つ
の
者
に
外
な
ら
や
。
故
に
有
も
農
に
し
て
開
け
や
、
主
に

し
て
進
ま
宇
、
商
に
し
て
明
ら
か
友
ら
や
ん
ば
、
治
ほ
{
日
に
し
て
見
る
を
欲
し
、
聾
に
し
て
聞
く
を
欲
し
、
聞
に
し
て
言
ふ
を
欲
す

る
が
如
き
左
り
。
共
れ
此
D
如
し
、
愛
ぞ
能
く
一
闘
の
富
強
を
設
し
財
政
の
真
理
主
得
る
も
白
あ
ら
ん
や
。
=
-
者
出
帯
ら
A
Y
ん
ば
百
政

の
瓦
解
す
る
期
し
て
待
つ
ペ
し
」
在
、
そ
白
闘
民
経
済
上
白
買
要
性
が
設
か
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
「
海
開
枕
改
正
議
」
(
第
一
)
(
七
年
)
に
於
て
、
正
貨
の
流
川
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
税
権
者
向
復
し
て
輸
出
税
・
輸
入
税
と

も
に
我
閑
産
業
D
情
勢
に
剖
臆
し
て
自
主
的
に
賦
課
す
べ
き
己
と
を
諭
ヒ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
に
『
今
眼
前
賓
地
の
形
情
に
就
て
之

れ
を
論
ぜ
ん
に
、
凡
そ
彼
よ
り
我
に
輸
入
す
る
D
諮
問
聞
を
見
守
舟
に
、
毛
布
・
綿
布
共
他
百
般
の
諸
物
犬
択
砕
走
人
生
日
用
金
誌
の
人

工
品
友
り
。
我
よ
り
輸
出
す
る
は
茶
葉
を
除
〈
外
絹
締
・
讃
卵
白
如
雪
皐
党
字
経
の
人
工
品
に
し
て
、
北
ハ
他
は
只
米
・
姿
・
7

判
決
・
銅
等

の
如
昔
組
大
天
然
物
D
数
品
に
過
ぎ
ざ
る
一
仰
己
。
若
し
此
轍
K
悶
り
依
然
同
盟
ぜ
ざ
る
中
は
、
若
干
の
年
月
を
絞
る

r従
ひ
内
関
白
輸

出
は
只
天
然
粗
大
白
数
品
位
止
ま
り
、
会
議
白
人
工
口
問
は
日
用
須
裂
の
品
物
と
雄
も
諜
〈
之
を
他
邦
に
仰
ぎ
、
内
地
白
人
民
之
れ
が

震
に
年
来
の
生
業
を
失
し
、
宮
者
は
産
を
破
り
峨
工
は
手
を
空
ふ
し
、
俳
惰
街
に
昨
ひ
窮
者
設
に
堤
・
ち
、
堤
決
蕩
出
禦
ぐ
可
か
ら
ざ

る
の
勢
に
五
ら
ん
事
、
智
者
に
七
て
而
後
に
知
る
を
待
た
ざ
る
な
り
』
と
遁
ベ
て
、
貿
易
の
均
衡
を
保
つ
上
に
特
虻
工
業
白
重
要
た

る
と
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
。

己
の
事
は
更
に
「
遁
貨
流
出
を
防
止
す
る
の
建
議
」
(
凡
年
)
に
も
明
瞭
に
窺
は
れ
る
。
こ
の
建
議
は

E
貨
流
問
の
原
因
と
し
て
、
常

忙
輸
入
超
過
の
扶
態
に
あ
る
こ
と
、
内
日
間
白
輸
出
少
く
し
て
外
向
仰
の
購
求
多
き
こ
と
、
貿
易
上
内
外
授
乏
の
際
に
於
て
墨
図
司
銀
を

通
用
し
及
び
金
貨
由
本
位
一
定
ぜ
ざ
る
己
と
、
閥
内

ι紙
幣
氾
慌
じ
而
も
そ
れ
が
不
換
紙
幣
た
る
こ
と
、
外
債
の
償
却
並
に
海
外
在

閣
の
官
民
・
生
徒
の
た
め
に

E
費
を
要
す
る
こ
と
、
白
五
筒
僚
を
刑
事
げ
、
モ
白
救
済
策
と
し
て
税
権
収
値
、
犬
節
倹
、
金
貨
税
納
、



紙
幣
減
少
及
び
準
備
金
増
殖
、
外
債
償
却
方
法
白
改
善
の
五
筒
僚
を
提
議
し
、
各
モ
の
方
法
者
開
陳
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ゆ
り
節
倹
に
つ
い
て
、
先
づ
『
筒
依
と
は
何
ぞ
、
唯
官
席
を
富
士
す
の
請
に
あ
ら
や
。
-
宝
園
高
止
む
を
得
一
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
敢
て
外

品
を
需
用
せ
す
、
務
て
自
園
の
産
物
を
以
亡
目
別
に
給
す
る
の
手
段
を
設
け
、
農
工
商
の
三
業
を
盛
比

L
闇
家
を
し
て
宮
鋳
に
赴
か

t
r
l
r
'
 

し
む
る
白
方
向
を
定
む
る
の
謂
た
り
』
と
定
議
し
、
諸
官
勝
率
先
し
て
闘
産
を
伎
町
す
べ
き
己
と
並
に
そ
の
方
法
を
説
曹
、
『
夫
れ

方
を
設
〈
る
如
此
、
事
を
行
ふ
亦
如
此
忙
し
て
茶
工
苦
起
し
、
力
を
農
政
江
東
し
、
其
を
し
て
興
起
振
作
せ
し
め
ば
内
地
の
聖

自
に
月
に
漸
〈
蕃
殖
せ
ん
。
畢
克
方
今
輸
出
入
白
平
均
を
得
ざ
る
は
、
内
の
物
産
少
〈
外
品
購
求
の
多
昔
よ
り
致
寸
所
在
れ
ば
、
苛

も
力
を
蓋
し
て
物
産
蕃
殖
の
方
を
設
け
、
意
を
専
ら
に
し
て
外
円
叩
の
隣
求
を
省
き
減
じ
、
内
外
同
入
の
平
均
を
得
る
の
日
托
至
て
は
、

若
干
貨
幣
白
外
出
す
る
も
亦
暗
躍
る
民
足
ら
ざ
る
べ
し
』
と
述
べ
、
か
〈
の
如
〈
一
方
に
物
産
蓉
殖
忙
力
を
議
L
、
他
方
に
外
品
の
購

求
を
減
少
す
れ
ば
、
十
年
後
に
は
必
宇
物
品
の
精
良
・
工
業
の
牒
大
得
て
期
す
ぺ
〈
、
理
財
の
根
基
亦
擁
立
す
べ
き
も
、
外
品
白
勝
求

に
し
て
止
ま
ざ
れ
ば
、
た
と
ひ
農
工
業
を
振
起
し
物
産
審
殖
の
方
法
を
設
〈
る
も
、
必
中
中
道
忙
し
て
鹿
施
せ
ん
と
警
め
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
産
業
主
振
興
す
る
の
方
注
如
何
。
上
惑
の
節
一
倹
怯
そ
の
一
で
あ
り
、
後
遁
す
る
保
搭
税
の
採
用
は
そ
の
一
一
で
あ
り
、
帥
間
道

の
開
設
は
モ
の
三
で
あ
る
が
、
公
が
最
も
重
要
腕
し
た
の
は
貨
幣
制
度
及
び
金
融
機
関
の
整
備
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
そ
の
「
財
政
議
」

(
十
四
年
)
に
於
て
『
方
今
の
念
要
は
貨
幣
蓮
用
白
機
軌
を
定
め
、
正
貨
を
蓄
積
し
で
紙
幣
償
還
の
元
貨
を
充
寅
せ
し
め
、
物
産
を
奥

隆
し

τ輸
入
を
制
す
る
の
目
的
主
立
て
ざ
る
可
か
ら
4
y
o

貨
幣
蓮
用
の
機
軸
骨
定
む
る
と
は
何
ぞ
や
。
目
本
帝
闘
中
央
銀
行
を
設
立

す
る
是
れ
註
り
」
と
し
て
そ
の
構
成
並
に
業
務
の
要
領
を
掲
げ
、
更
に
地
方
の
故
金
飴
貨
を
集
合
し
て
庚
く
荷
動
ず
る
を
本
旨
と
す

る
貯
蓄
銀
行
、
及
び
専
ら
費
本
流
通
心
使
を
謀
り
、
物
産
を
興
隆
し
、
事
業
を
進
捗
せ
し
む
る
を
目
的
と
す
る
勅
業
銀
行
を
併
せ
設

立
す
べ
き
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
か
‘
ぬ
る
貨
幣
及
び
金
融
白
方
面
よ
り
す
る
産
業
振
興
論
は
、
前
掲
「
通
貨
流
出
を
防
止
す
る
D
廷

担
方
正
義
母
白
髄
済
政
拍
車
論

俸
五
十
五
巻

七

t
F
三
厩



松
方
正
義
A

宮
山
組
桝
政
策
論

停
五
十
五
巻

七

tw三
抗

四

議
」
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
白
で
あ
っ
て
、
即
ち
『
方
今
我
邦
金
貨
白
週
融
殆
ん
ど
既
に
翠
塞
し
利
子
の
貴
告
事
甚
し
〈
、
随
て
農
工

の一花
中筒 卦
心健二，~.

白ー] 泊{ -w-

地.f司砂
位げ糖
を ちた
r~î れり
むて。

ペゐ貿
き る易
県。白

業か平
をや:iI;)
先うを
づにうヲミ
積考ふ
桜 へ犬
的る卒
に友此
振ら 三
起ば大
す、物
ぺ公に
きの係
己農る
と業
が政而
考策し
へ 6論て
らは彼
:ILとJl，
?とり骨
のも農
で富力
あ さに
るすτ 因
。エり

業で
政 製
策 出
諭 す
て、る

あ も
り由
、と

@す
"3i;; b 

主をた
摺る

黒豆博士「怯方E義盛 ξ明治相1国自農政J(本庄博士銅 r明拍椎新経済奥田究」
所牧)

商
の
三
業
一
と
し
て
共
産
を
得
る
も
の
註
〈
、
共
業
主
盛
大
に
せ
ん
と
欲
す
る
も
亦
期
す
べ
か
ら
中
。
要
す
る
に
蚤
く
之
を
飲
ふ
の

t

方
法
を
設
け
や
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
や
」
と
述
ペ
て
、
惑
か
に
金
貨
先
換
の
制
を
樹
立
す
べ
き
と
と
を
論
じ
て
ゐ

5
0

か
く
の
如
〈
公
は
産
業
振
興
白
頗
る
重
要
注
る
こ
と
を
力
設
し
つ
弘
、
そ
の
提
唱
す
る
振
興
方
療
に
至
。
て
は
間
接
的
・
消
杭
的

で
あ
っ
た
。
公
が
租
枕
頭
時
代
勧
農
局
長
時
代
比
大
久
保
卿
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
直
接
的
保
護
奨
防
政
策
に
針
し
で
は
、
批
判
的

で
あ
る
よ
り
は
寧
ろ
反
封
諭
を
崎
へ
た
。
己
れ
公
の
白
，
閉
経
消
論
よ
り
出
づ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
硬
貨
主
義
陀
操
る
と
と
ろ
で
あ
る

が
、
唯
農
業
に
針
し
で
は
積
削
倒
的
に
政
府
が
人
民
を
指
導
誘
披
ず
る
の
必
要
を
論
巴
た
。
そ
白
事
は
「
農
書
編
纂
の
一
議
L

及
び
「
勅
農

要
旨
」
(
共
に
十
三
年
)
共
他
陀
見
ち
る
誌
と
こ
ろ
で
あ
り
、
黒
直
博
士
に
よ
っ
て
十
分
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
る
で
あ
る
か
ら
、
己

E
K
詳
説
を
略
す
る
が
、
唯
一
言
す
べ
き
は
、
会
が
何
故
忙
農
業
主
最
も
付
帯
責
し
、
と
れ
に
闘
す
る
特
段
在
る
意
見
書
を
草
し
た
か

曹
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
農
本
主
義
の
徐
燈
が
向
ほ
存
し
て
ゐ
る
か
ら
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。
併
し
貨
は
常
時
白

工
業
口
山
と
稿
す
る
も
の
は
、
輸
出
品
-
輸
入
品
を
聞
は
宇
農
産
物
を
原
料
と
す
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

削
ち
「
勧
農
要
旨
」
の
冒
頭
、
我
閥
農
業
の
不
振
を
一
読
す
る
十
筒
俸
の
う
ち
に
『
現
に
我
よ
り
海
外
に
職
問
す
る
物
産
は
僅
に
裁
判
開
・

彼
よ
り
我
に
輸
入
す
る
物
貨
中
に
於
て
、
寅

ι驚
く
べ
き
数
量
B
C
債
額
を
有
す
る
も
の
は
棉

製
茶
及
び
海
産
白
数
穏
に
過
ぎ
や
、

『
貿
易
の
一
本
た
る
や
農
工
商
の
三
つ
白
者
に
外
た
ら
や
」
と
の
命
題
に
従
ひ
、
突
に
公
の
貿
易
政
策
論
を
見
土
ぅ
。

3) 



貿

易

政

策

U

論

公
の
貿
易
政
策
論
を
流
一
ぺ
る
に
営

ht
先
づ
そ
の
貿
易
論
を
一
瞥
し
た
付
れ
ば
た
ら
む
。
明
治
七
年
租
税
関
時
代
に
、
租
税
助
吉

原
軍
俊
主
連
著
比
て
犬
訓
糊
卿
大
限
貴
信
及
び
大
蔵
少
将
吉
田
清
成
比
提
出
せ
る
「
海
関
税
改
定
議
」
の
冒
頭
K
H
く
「
十
一
に
質
味
風

候
の
具
あ
台
、
故
に
摩
類
自
ら
同

E
か
ち
中
。
人
に
職
業
巧
拙
の
別
あ
り
、
故
江
也
工
自
ら
別
あ
り
。
且
定
を
以
彼
の
無
此
の
有
を
仰

ぎ
、
甲
白
遁
乙
む
不
足
を
柿
ひ
、
互
に
笹
生
の
道
聖
計
ら
ざ
る
を
得
十
、
是
貿
易
の
尚
て
起
る
所
以
た
り
。
敢
に
貿
易
は
人
生
の
須

要
止
む
事
を
得
ざ
る
所
の
も
の
に
し
て
、
庶
民
の
安
宮
貧
困
に
至
り
之
れ
に
闘
す
る
間
よ
り
少
々
と
せ
中
。
就
中
潟
外
の
貿
易
に
至

て
は
一
園
の
貧
富
強
弱
に
闘
す
る
貨
は
大
に
し
て
、
能
〈
共
制
限
を
定
む
る
同
県
に
終
闘
の
大
業
た
り
。
尤
脱
託
水
陪
来
往
の
使
大
忙

容
易
〈
、
貿
易
の
道
従
て
増
多
し
、
口
に
進
み
月
に
撲
に
共
勢
五
ら
ざ
る
所
在
か
ち
ん
と
す
』
と
。
町
ち
外
岡
貿
易
の
起
る
べ
き
必

然
性
r
と
そ
白
閥
家
の
貧
富
強
弱
に
闘
す
る
重
要
性
と
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
己
の
後
の
賄
は
明
治
十
二
年
横
南
町
台
所
忙
於
て
行
は

れ
た
生
紙
繭
共
進
入
胃
閉
場
式
に
於
け
る
演
説
の
中
忙
弐
の
如
く
強
調
さ
れ
て
ゐ
る
。
日
〈
『
我
園
貿
易
の
形
勢
を
近
〈
警
ふ
る
に
、

若
し
夫
れ
攻
戦
白
撒
鼠
は
目
前
流
血
の
淋
満
た
る
を
見
ざ
る
を
以
て
、
世
人
の
感
鰯
甚
だ
噛
惜
し
と
離
も
、
共
賓
際
を
概
察
す
れ
ば
利

害
の
係
る
所
戦
争
よ
り
も
甚
し
。
故
に
輪
出
の
輸
入
に
及
ば
ざ
る
よ
り
し
て
外
出
す
る
所
の
貨
幣
は
帥
ち
兵
家
の
精
食
忙
非
守
し
て

何
ぞ
や
』
云
々
と
。
恰
も
本
多
利
明
白
貿
易
概
を
再
現
せ
る
視
が
あ
ふ
。

外
闘
貿
易
の
起
る
必
然
性
よ
り
観
れ
ば
、
貿
易
政
策
論
は
自
由
貿
易
論
に
導
か
れ
る
。
会
も
亦
「
準
備
金
運
特
定
貸
増
殖
方
略
白

義
」
(
十
四
年
)
白
う
ち
に
「
山
義
熟
ら
之
を
案
中
る
に
、
経
桝
上
の
理
論
よ
り
之
を
云
へ
ば
、
凡
手
一
貿
易
の
事
た
る
宜
し
〈
之
を
人

品
方
正
義
公
口
一
開
済
政
策
論

民
の
問
替
に
放
住
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
而
も
政
府
白
干
渉
を
要
せ

F
る
と
と
言
を
侠
た
や
」
と
遁
ベ
で
ゐ
る
。
併

ι貿
易
白
岡
民

平正

静
五
十
五
巻

七

停

腕

本多判明はそ D 著「担世秘策」にJk-rW異閥空易は相烹に閣力を抜之らんとす
る交易なれば、戦争も同様な~~と論巴てゐ <;0

4) 



担
方
主
義
告
の
締
神
政
策
論

第
五
十
五
巻

七
四

tm=一揖

六

経
済
的
重
要
性
に
立
脚
す
れ
ば
、
必
然
的
に
保
詫
貿
易
を
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
公
の
保
議
貿
易
諭
は
多
〈
凸
意
見
書
に
見

、
ち
れ
る
が
、
そ
の
最
も
明
的
町
一
夜
る
は
上
掲
の
「
海
開
枕
改
疋
議
」
で
あ
っ
て
、
即
ち
『
年
来
欧
米
の
諸
閣
に
於
て
経
消
D
犬
家
並
出

し
、
各
共
意
見
を
主
張
し
議
論
紛
転
た
り
、
最
も
外
国
貿
易
の
方
法
を
論
や
る
に
至
っ
て
異
論
更
忙
一
定
せ
十
。
然
れ

E
も
共
闘
を

要
す
る
に
白
由
貿
易
・
保
設
税
の
雨
設
に
聞
で
や
。
自
由
貿
易
は
物
刊
の
進
口
を
自
在
に
し
、
貿
易
の
自
然
に
任
せ
て
別
に
治
意
枕

相
を
定
め
制
限
を
立
る
事
た
き
を
以
て
主
と
し
、
保
護
税
は
準
口
の
物
同
聞
に
於
て
匝
別
を
立
て
税
額
を
定
め
、
外
物
の
濫
入
を
制
限

私占 し
繍内
を〆閲
定の
む百
る:r:
匝を
っそ 1奨
一勘
定保
た rrl!'
しす
。る

蓋を
し以
共て
図主
勢と
とす
事-d
髄き
と 0-

に
に
間各

宅開
之臥

府れ古
が ;zr
耳文 町。、

自拾
ち 由

食害
す却
も の

&争

長寺
ら Ji
治""
術 u
，~保

き喜
兵主
同川

ひ

'" る轍
所間
以入
た D

り
』
と
、
貿
易
政
策
の
相
射
性
を
読
ま
、
進
ん
で
我
岡
の
貿
易
欣
態
を
統
計
的
に
親
祭
し
て
輸
出
白
輸
入
に
到
底
及
ば
ざ
る
を
指
摘

せ
る
後
『
向
推
し
て
将
来
白
事
を
察
す
る
に
、
潮
吹
邦
人
の
好
尚
多
〈
品
川
入
物
品
に
偏
し
、
衣
食
居
住
目
用
須
要
の
品
類
に
至
る
ま

で
諜
〈
彼
が
風
習
に
憤
ひ
洋
品
白
流
行
す
る
騒
々
乎
と
し
て
日
に
躍
注
る
白
勢
あ
り
、
印
ち
輸
入
蹴
増
多
し
て
決
し
て
減
少
ナ
る
白

情
在
き
は
必
然
た
り
。
若
し
此
白
如
く
輪
出
入
り
比
較
に
於
て
逐
年
大
差
を
生
巴
常
に
輸
出
の
轍
入
に
及
ぼ
ぎ
る
を
設
す
と
き
は
、

共
差
異
同
よ
り
現
貨
を
以
て
償
は
ざ
る
を
得
宇
』

ム
」
述
べ
、

正
貨
流
出
す
れ
民
現
在
百
瀬
肥
後
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
紙
幣
は
そ
の
信

用
を
失
墜
し
、
口
用
交
換
の
際
大
い
托
粉
援
を
生
巴
‘
産
を
破
り
業
を
離
れ
て
人
民
は
脊
難
比
陥
る
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
前
忙
産
業

振
興
論
白
項
に
引
用
せ
し
偲
所
に
見
ゆ
る
が
如
く
、
人
工
品
の
生
産
は
綿
て
我
聞
か
ら
央
は
れ
て
、
官
者
は
査
を
破
り
職
工
は
手
を

空
う
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
論
じ
て
ゐ
る
。
品
、
る
貿
易
上
の
不
均
備
を
救
済
す
る
F
K
K
軍
要
注
る
手
段
目
一
は
、
貨
に
自
主
的

を
る
保
護
枕
の
賦
課
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
先
づ
関
税
植
を
同
復
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
と
す
る
白
で
あ
っ
て
、
関
税
自
主
棋
を
岡
復

す
れ
ば
『
税
法
白
牧
放
寛
巌
皆
我
が
胸
算
に
出
で
、
外
品
積
入
の
息
を
節
し
内
工
繁
殖
の
業
を
奥
し
、
白
か
ら
現
貸
白
外
出
を
防
ぎ



紙
幣
の
信
用
を
保
た
ん
事
共
以
て
疑
ひ
無
か
る
可
し
」
と
説
く
り
で
あ
る
。

税
格
問
復
に
関
し
て
は
同
年
中
更
に
二
つ
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
居
り
、
禁
年
提
出
の
「
遁
貨
流
出
を
防
止
す
る
の
建
議
」
(
前

出
)
の
中
に
も
正
貨
流
出
防
止
の
第
一
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

貸
流
出
自
体
を
設
す
所
以
左
り
。
共
流
出
す
る
所
以
の
も
白
は
何
ぞ
や
、 而

し
て
そ
の
冒
頭
K
日
く
「
夫
輪
出
入
り
平
均
せ
ざ
る
や
現

査
し
海
闘
の
税
構
我
に
全
牧
ぜ
ざ
る
よ
り
致
す
所
に
し

て
、
税
則
改
定
せ
ざ
れ
ば
流
出
白
弊
決
し
て
防
ぐ
べ
か
ら
中
』
と
。

以
上
要
す
る
に
、
会
の
貿
易
政
策
論
は
保
譲
貿
易
論
で
あ
っ
て
、
我
園
。
現
伏
に
即
臆
し
て
溜
宜
に
輸
出
入
税
を
加
減
し
、

以

τ園
内
産
業
D
振
興
に
資
し
、
他
は
以
て
正
貨
の
流
出
防
止
に
費
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
、
モ
の
た
め
に
は
閥
税
自
主
権
の
同
復
が は

先
決
問
題
で
あ
っ
た
。
勿
論
己
白
事
は
公
腐
り
が
懐
け
る
見
解
で
は
な
〈
‘
営
時
の
我
が
施
政
方
針
の
重
要
在
一
項
目
で
あ
り
、
所

謂
保
約
改

E
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
排
は
れ
た
己
と
は
言
主
要
せ
ざ
る
と
と
る
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
で
も
会
が

E
貨
の
流
出

防
止
乃
至
は
そ
D
獲
得
の
た
め
に
如
何
に
腐
心
し
た
が
は
特
に
注
意
す
べ
き
と
と
る
で
あ
ら
う
。
縫
う
て
貿
易
の
事
は
本
来
人
民
の

自
由
忙
委
曲
べ
き
で
あ
る
と
信
巴
9

h
、
上
遁
の
知
〈
現
勢
に
臆
じ
て
保
護
貿
易
論
を
主
張
し
た
が
、
更
に
進
ん
で
政
府
自
ら
貿
易

そ
の
も
の
に
閥
奥
ず
る
方
策
を
も
説
い
た
D
で
あ
る
の
試
み
に
「
準
備
金
話
時
定
貸
増
殖
方
略
の
議
」
(
十
四
年
)
を
見
る
に
、
準
備

百
貨
増
殖
白
方
時
に
は
内
地
に
施
す
も
の
と
海
外
に
施
す
も
の
と
の
こ
者
あ
る
も
、
寅
際
に
施
ず
べ
き
は
後
者
な
り
と
し
、

『
之
を
外
因
に
施
ず
に
就
て
印
、
共
方
略
も
亦
一
在
ら
宇
と
隊
と
も
、
慨
し
て
之
を
言
へ
ば
回
〈
直
輸
荷
潟
換
、
円
直
滑
此
南
穂
に

さ
て

ナ向
るて
も政
V R'f 
殆 が
E 間
竿接
れ i に

左
る時
を高血
以通
てご v 
姑 便
〈手。
之 を
を よ哩
耗~ ~、

苦 3
法

現
時忙

極を
し 'ι

d目ら
て1 ざ
、る
雪山

月Iτ
の 脱
者官、
は而
第直

直雪
輪 車
荷 た
第る
冊 、

の現

苦5
向~i't
ての
保海
護外
を陀
奥直
へ航

て
、
以
て
権
外
正
貨
を
我
固
に
汲
牧
ず
る
D

一
ぶ
あ
る
白
み
』
と
蓮
.
へ
て
ゐ
る
。

担
問
方
E
義
告
白
糠
酔
政
策
論

第
五
十
五
巻

七
五

第一一一揖

七



極
方
正
義
告
の
畑
世
間
政
策
論

第
五
十
五
巻

七
F、

繁
三
蹴

そ
れ
は
輸
出
業
者
に
通
貨
を
以
て
資
金
を
前
貸
し
、
海
外
に
於
て
一
止
貨
を
以
て
返
納
を
受
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
既
に
明

治
十
年
以
来
貸
施
せ
ら
れ
、
ま
た
十
一
二
年
以
後
は
紙
幣
整
理
に
必
嬰
な
E
貨
蓄
積
の
た
め
の
主
要
左
手
段
F
T

と
し
て
政
府
が
杢
力
を
傾

注
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
公
は
更
に
一
歩
を
進
め

τ
、
嘗
て
は
政
府
自
ら
直
輸
出
に
た
づ
き
は
る
と
と
を
も
考
へ
て
ゐ
た
も
の
で

J内、

あ
っ
て
、
そ
の
事
は
明
治
八
年
白
「
通
貨
流
聞
を
防
止
す
る
の
建
議
」
の
中
に
設
か
れ
て
ゐ
る
。
印
も
そ
れ
は
、
常
時
我
が
外
債
の
償

却
は
綿
て
東
洋
銀
行
白
横
演
文
府
を
遇
ヒ
て
行
は
れ
、
自
然
同
行
が
我
が
金
棟
を
掌
握
す
る
ー
姿
と
た
り
、
そ
の
弊
害
少
た
か
ら
ざ
る

忙
師
臨
み
て
建
て
ら
れ
た
意
見
で
あ
っ
て
、
若
し
直
輪
出
白
方
法
主
採
る
左
ら
ば
、
内
地
物
産
審
殖
の
遺
骨
開
奨
す
る
と
現
貨
の
流
出

を
防
止
す
る
と
D
二
盆
あ
る
の
み
た
ら
守
、
外
商
が
我
が
金
構
を
掌
握
す
る
の
弊
害
も
除
去
せ
ら
れ
得
る
と
し
、
同
時
忙
政
府
の
か

h
h

る
商
業
行
震
は
商
人
の
匡
々
た
る
替
利
行
爆
と
同
日
忙
論
宇
べ
曹
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
も
強
調
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

四

貨

幣

政

策

論

以
上
の
産
業
振
興
論
及
び
貿
易
政
策
論
に
於
亡
見
ら
る
ミ
と
己
ろ
は
、
要
す
る
に
貿
易
の
均
衡
を
維
持
し
て
巨
貨
の
流
問
を
防
ぐ

た
め
忙
は
産
業
を
振
興
せ
ざ
る
ペ
か
ら
十
、
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
は
貨
幣
制
度
を
整
備
し
保
護
税
を
採
用
し
及
び
側
道
の
普
及

を
園
ら
ざ
る
べ
か
ら
れ
、
而
し
て
貿
易
忙
し
て
均
衡
を
得
十
五
貨
流
出
す
れ
ば
、
園
内
に
は
不
換
紙
幣
の
氾
濫
を
琵
が
れ
や
、
従
っ

て
産
業
は
表
徴

L
貿
易
の
不
均
衡
は
一
却
に
加
は
る
ペ

L
、
と
い
ふ
に
あ
り
、
結
局
公
の
政
策
論
に
於
て
は
そ
の
出
踊
暗
黙
も
腕
着
離
も

健
全
通
貨
忙
る
り
、
別
言
す
れ
ば
産
業
政
策
白
基
軸
を
た
す
も
り
は
健
全
通
貨
の
確
立
忙
あ
っ
た
。

E
D
事
は
既
に
明
治
八
年
の
「
通
貨
流
出
を
防
止
す
る
の
建
議
L
金
慨
に
現
は
れ
て
ゐ

Z
の
で
る
っ
て
、
邸
も
同
建
議
は
『
夫
れ
金

銀
貨
幣
は
人
民
の
膏
血
忙
し
て
園
家
白
元
気
た
り
、
共
用
た
る
十
嵐
一
且
つ
大
、
之
を
用
ふ
る
其
定

L
昔
宇
得
れ
ば
粧
輸
の
大
業
得
て

準備企に於げるE貨帯植田ため直輪出荷盛替を利用した白は明泊斗三年十周
以降である。
合田鎖謎政策論は紙面目都合上書l愛した。

$) 

6) 



起
す
べ
く
、
共
(
H
し
昔
を
得
ざ
れ
ば
財
用
日
比
乏
し
く
上
下
掻
く
変
調
し
、
岡
家
の
勢
崩
る
L
が
如
く
不
測
の
大
患
貨
に
之
よ
り
し

て
生
ぜ
ん
』
た
る
伺
を
以
て
始
ま
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
明
治
十
四
年
の
「
財
政
議
」
に
も
「
遡
て
疏
貨
窓
之
の
原
因
を
索
む
る
と
き
は
一

二
に
し
て
能
く
議
す
可
き
に
非
歩
I
E

雌
も
、
専
ば
ら
貿
易
白
山
川
入
相
償
は
ー
ず
し
て
雄
同
の
多
量
に
蹄
せ
伊
丹
」
る
を
得
歩
、
貿
易
の
同
入

相
償
は
ぎ
る
は
物
産
の
繁
殖
せ
ざ
る
忙
原
因
す
。
物
産
白
繁
殖
せ
ざ
る
は
貨
幣
運
用
白
機
軸
定
ま
ら
や
J
L
て
貸
本
磁
糟
の
故
た
る
や

明
ら
か
友
り
』
ム
」
あ
る
。

己
の
健
全
通
貨
主
義
、
換
言
す
れ
ば
疋
貸
主
義
は
公
の
本
来
白
政
策
原
理
で
あ
っ
た
己
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
明
治
十
一
年

の
渡
働
忙
際
し
同
図
の
元
老
院
議
官
忙
し
て
経
済
撃
の
構
成
た
る
レ
オ
ン
・
セ
ー
よ
り
経
済
皐
・
財
政
壌
を
皐
ぶ
に
及
び
、
品
胤
々
確

固
た
る
も
の
み
」
在
。
た
も
D

L
如
〈
で
あ
る
。
例
へ
ば
十
六
年
公
が
セ
ー
に
選
っ
た
書
翰
の
一
筋
に
紙
幣
整
理
の
進
捗
欣
態
を
報
ビ

て
『
抑
も
余
が
財
政
の
事
忙
於
け
る
や
、
決
し
て
軟
貨
を
以
て
問
的
を
定
め
十
、
閏
よ
り
硬
貨
の
主
義
に
是
れ
依
る
。
故
に
敢
て
現

今
白
形
況
に
満
足
す
る
の
念
慮
宅
末
も
存
せ
歩
。
是
れ
乃
ち
関
下
が
曾
て
余
に
向
。
て
懇
一
不
せ
ら
れ
た
る
む
犬
趣
旨
に
し
て
、
余
が

終
始
確
執
し
て
動
か
ざ
る
所
一
な
り
』
と
遁
ペ
ら
れ
て
ゐ
る
。

か
ぐ
の
如
〈
硬
貨
主
義
忙
立
脚
す
る
政
策
論
に
於
て
は
、
営
然
貿
易
の
均
衡
に
よ
る
巨
貨
流
出
の
防
止
と
い
ふ
己
と
が
考
へ
ら
れ

た
け
れ
ば
左
ら
左
か
っ
た
。
進
ん
で
医
貨
獲
得
の
た
め
に
は
政
府
自
ら
直
輸
出
貿
易
を
怪
み
、
或
は
荷
矯
替
金
融
を
行
ふ
方
策
が
考

へ
ら
れ
な
け
れ
ば
左
ら
一
な
か
っ
た
。
否
寧
ろ
一
五
貨
を
蓄
積
し
て
健
全
な
る
貨
幣
制
度
を
樹
立
す
る
と
と
に
と
そ
経
桝
政
策
の
軍
射
が

置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
公
D
経
怖
政
策
論
は
貨
幣
政
策
論
を
植
軸
と
し
て
蝿
飛
づ
け
ら
れ
得
る
の
予

あ
り
、
会
が
死
を
賭
し
て
紙
幣
整
却
を
断
行
し
た
の
は
ま
さ
に
己
白
政
策
論
栂
系
の
具
偲
化
に
外
な
ら
左
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

自

由

経

済

論

松
方
正
義
止
の
穂
時
政
策
摘

俸
五
十
五
巻

七
七

第
三
揖

ブL



秘
方
E
義
告
の
紹
田
政
策
論

第
五
十
王
巻

七
1'-

第
一
ニ
腕

O 

先
忙
会
の
産
業
振
興
論
を
述
べ
る
に
際
し
て
、
公
が
直
接
的
友
保
護
干
渉
政
策
に
封
し
て
批
判
的
で
あ
っ
売
己
と
、
並
に
原
則
と

し
て
自
由
貿
易
論
者
で
あ
っ
た
一
と
と
を
一
言
し
た
。
公
白
経
済
政
策
論
の
全
憶
を
見
る
上
に
於
て
最
後
に
一
言
す
べ
き
は
、
と
の
白

由
経
済
論
的
主
張
に
就
て
ど
あ
る
。

弘、‘

既
忙
明
治
四
年
白
「
地
租
改
正
説
」
に
於
て
、
そ
の
第
一
項
に
『
地
所
の
耕
作
は
共
持
主
の
自
由
民
任
す
べ
者
事
』
、
第
-
一
項
に
『
地

所
由
民
買
譲
興
は
勝
手
た
る
べ
苦
事
」
、
第
三
項
に
『
穀
物
の
輸
出
入
を
允
許
す
可
昔
事
(
幕
府
は
之
れ
を
禁
ド
し
て
ゐ
た
)
』
を
掲
げ
て
そ
の

各
々
を
解
説
し
、
要
す
る
に
封
建
枇
合
に
於
て
は
以
上
の
事
柄
を
束
縛
し
て
ゐ
た
の
は
理
由
る
つ
て
の
事
で
あ
る
が
、
今
や
近
代
闘

家
的
統
一
成
廿
、
間
際
経
済
関
係
に
入
り
込
ん
だ
の
E
あ
る
か
ら
、
か
〈
の
如
雪
束
蒋
は
人
民
を
不
幸
に
す
る
の
み
も
ι
ら
十
、
間
宮

の
伸
張
を
も
阻
害
す
る
も
D
で
あ
る
と
説
い
て
ゐ
る
。

上
三
件
は
共
自
由
に
任
す
と
す
れ

E
も
、
只
に
之
を
農
民
に
放
棄
し
て
敢
て
之
れ
が
取
締
を
立
ざ
れ
ば
、
此
自
由
は
直
ち
に
培
長
し

尤
も
絶
針
的
一
な
る
自
由
放
任
主
義
を
執
る
べ
し
と
す
る
の
で
は
な
〈
、
『
以

で
人
民
枇
合
の
経
替
を
妨
害
す
る
の
揚
合
に
至
る
も
知
る
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
政
府
之
に
閥
渉
し
、
皐
に
人
民
を
し
て
互
に
信
用

を
得
せ
し
め
、
而
し
て
之
れ
が
取
締
白
不
使
を
来
た
さ
ピ
る
を
以
て
簡
要
と
す
』
と
、
政
府
の
取
締
り
と
人
民
各
自
の
自
己
責
任
と

を
僚
件
と
す
る
も
の
な
る
と
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

地
租
改
E
に
件
ム
土
地
私
有
植
の
確
認
が
『
普
天
卒
土
無
非
正
土
』
の
大
義
を
傷
く
る
も
の
左
り
と
の
非
難
が
往
々
肥
し
て
起
っ

た
が
、
公
は
「
地
租
改
正
地
家
授
興
に
闘
す
る
棒
読
」
(
十
六
年
)
な
る
一
文
に
於
て
、
か
も
ゐ
る
非
難
を
以
て
『
闘
士
管
制
の
公
槽
と
閏

産
所
有
の
私
権
と
を
混
滑
し
、
国
産
所
有
の
私
楠

E
裕
資
江
せ
ら
れ
た
る
を
見
て
、
関
土
管
舗
の
公
擢
を
分
裂
附
興
せ
ら
れ
た
る
者

と
な
し
て
論
を
立
て
た
る
の
誤
謬
に
外
在
ら
干
」
と
な
し
、
或
は
プ
ル

y
チ
ュ
リ

1
の
説
を
引
用
し
、
或
は
我
閣
古
代
白
制
度
を
例

設
し
て
自
設
の
撮
り
所
と
し
、
進
ん
で
『
図
家
富
強
白
基
を
建
て
ん
と
欲
す
る
、
民
産
所
有
の
樺
を
裕
資
に

L
之
を
し
て
自
弧
自
勉



。
心
を
渡
揮
せ
し
む
る
よ
り
念
た
る
は
た
し
』
と
論
じ
て
ゐ
る
。

か
o
A

る
自
'
由
経
済
論
的
見
解
は
明
治
十
二
年
り
「
勤
農
要
旨
し
に
最
も
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
郎
ち
そ
の
第
二
筒
「
勅
農
白
主
義

及
び
前
途
白
目
的
を
論
十
」
は
、
政
府
の
指
導
誘
披
は
、
人
民
の
自
由
に
委
ぬ
る
に
於
て
は
到
底
農
業
の
進
歩
と
物
産
白
増
殖
と
を

期
待
し
得
ざ
る
現
放
に
於
て
の
み
用
ふ
べ
き
方
策
に
し
て
.
本
来
的
に
は
採
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
白
在
る
と
と
を
論
巴
た
も
の
で
あ
っ

之
を
貴
行
す
呂
も
の
は
人
民
の
力
左
り
、
而
し
て
之

て
、
『
偲
令
政
府
が
何
等
白
新
利
良
法
を
以
て
人
民
忙
勅
む
る
と
い
へ

E
も、

を
取
合
す
る
の
楠
只
人
民
自
撰
ぶ
所
の
み
。
人
民
膝
ぜ
ざ
れ
ば
政
府
復
之
を
奈
何
ー
と
も
す
る
と
と
在
し
、
況
や
人
民
の
骨
て
好
ま
ぎ

る
所
主
強
ひ
、
人
民
の
未
だ
信
ぜ
ざ
る
所
主
忠
良
む
る
に
於
て
を
や
。
実
に
一
歩
を
進
め
て
之
を
論
ぜ
ば
、
人
民
能
〈
政
府
の
力
に
僻

頼
せ
宇
し
て
興
す
所
D
事
業
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
之
を
調
立
の
事
業
と
い
ふ
べ
か
ら
十
、
共
人
民
濁
立
の
事
業
よ
り
生
宇
る
所
の
結
果
忙

あ
ら
ざ
れ
ば
之
を
真
白
公
利
公
益
と
認
む
べ
か
ら
ざ
る
た
り
」
と
蓮
ベ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
指
導
誘
披
の
結
果
人
民
が
既
に
政
府
の
指

示
せ
る
方
向
に
進
み
、
各
自
相
就
ひ
て
己
れ
に
従
事
す
る
に
五
ら
ば
、
政
府
は
直
ち
に
そ
の
事
業
を
弛
却
し
て
人
民
の
自
替
に
委
ぬ

ペ
昔
で
あ
っ
て
、
富
岡
製
赫
揚
・
堺
新
組
問
揚
・
下
総
牧
羊
揚
及
び
東
京
府
下
に
存
す
る
各
積
試
験
揚
の
如
昔
は
絶
て
か

L
Z
事
業
陀
属

す
る
と
し
て
ゐ
る
。

問
書
第
六
筒
「
資
金
を
人
民
民
貸
興
し
て
共
産
業
主
保
殺
す
る
の
得
失
を
論
十
L

に
も
同
様
の
趣
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
興
味
深
音
は
、
封
建
制
度
の
徐
弊
い
人
民
未
だ
自
主
樹
立
の
気
慨
に
乏
し
き
と
と
秒
道
破
せ
Z
離
で
あ
る
。
日
〈
『
姑
ら
〈
資

金
を
人
民
に
貸
奥
す
る
は
時
勢
民
情
の
巳
む
と
と
を
得
ざ
る
に
同
づ
る
も
白
と
せ
ん
か
。
荒

L
一
園
調
立
の
臆
面
ほ
人
民
政
府
に
侍

頼
せ
宇
し
て
各
自
の
力
に
衣
食
す
る
に
あ
り
、
政
府
が
人
民
は
竪
む
所
も
亦
此
一
黙
に
あ
る
の
み
。
然
る
に
現
時
の
民
情
た
る
山
川
昔

時
封
建
落
泊
の
徐
習
に
染
晶
君
し
、
調
立
自
奮
の
気
力
に
乏
し
き
に
、
政
府
其
濁
立
の
方
向
を
示
苫
A
T
し
ナ
一
反
で
之
江
資
金
を
貸
興
せ

桂
方
正
義
公
の
鰹
冊
政
策
論

第
五
+
五
巻

七
夕L

第
三
蹴



松
方
正
義
品
目
紹
惜
政
策
論

体
五
十
五
巻

丹、

O 

第
三
競

ば
、
人
民
は
(
批
政
府
の
力
忙
侍
頼
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
は
自
然
白
勢
な
り
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
物
産
の
繁
殖
を
謀
る
、
傾
闘
の

費
財
を
給
す
る
と
い
へ

E
も
共
徐
り
あ
る
を
見
ぎ
る
た
り
』
と
。

要
す
る
忙
公
は
よ
き
意
味
で
の
自
由
経
済
の
主
張
者
で
あ
り
、

WH時
忙
於
け
る
進
歩
的
経
済
政
策
論
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ

で
、
会
が
大
久
保
卿
忙
代
っ
て
閲
政
白
中
心
的
地
位
に
立
っ
た
こ
と
が
、
我
岡
経
済
政
策
の
糊
換
に
頗
る
芦
要
在
意
味
を
持
つ
も
白

で
あ
る
と
と
を
窺
は

L
む
る
で
あ
ら
う
。

閣参買3
 

5
 

8
 

0
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二
鮪
忙
蹄
着
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
不
抽
出
紙
幣
の
氾
濫
に
基
く
経
済
界
の
混
乱
・
不
壁
忘
る
財
政
を
放
摘
し
、
及
び
封
建
制
度
融

の
徐
弊
を
変
除
し
、
以
て
我
閉
経
消
力
の
仲
張
主
期
す
る
上
に
最
も
遁
切
な
る
議
論
で
あ
っ
た
。
而
し
て
公
は
自
由
経
情
論
を
主
張
恥義E

 
方松偶乱

首
「
1E
 

良弘
A
U宮徳

六

結

語

以
上
忙
於
て
松
方
正
義
公
の
明
治
前
半
期
に
於
け
る
経
済
政
策
論
を
概
説
じ
た
。
内
容
の
重
黙
は
要
す
る
に
、
そ
の
政
策
論
は
貨

幣
政
策
論
を
植
軸
と
し
て
鰹
系
立
て
ら
れ
て
ゐ
た
己
と
、
並
に
白
己
責
任
に
立
脚
す
る
自
由
経
済
論
が
宅
張
せ
ら
れ
た
と
と
、

E
白

し
た
と
は
い
へ
、
車
陀
主
義
D
た
め
に
主
張
し
た
の
で
を
い
こ
と
は
、
そ
の
保
護
貿
易
論
及
び
振
豊
論
に
よ
っ
て
既
に
明
か
た
と
と

る
で
あ
る
ロ
邸
b
経
済
政
策
の
第
艇
の
理
念
と
し
て
官
闇
強
兵
を
掲
げ
た
己
と
は
、
常
時
白
何
人
に
も
劣
ら
泣
か
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
モ
れ
は
更
に
東
洋
銀
行
に
金
構
を
掌
握
せ
ら
る
h

の
弊
を
除
去
す
べ
し
と
主
張
せ
必
己
と
、
訪
に
紙
幣
整
現
を
断
行
す
る
に
首

り
、
英
国
資
本
を
入
れ
英
国
人
を
頭
取
と
す
る
中
央
銀
行
を
設
立
す
べ
し
と
の
英
岡
公
使
パ
ー
ク
ス
の
案
に
一
蹴
を
も
興
へ
た
か
っ

た
己
と
忙
よ
っ
て
も
明
か
に
第
は
れ
る
。
我
々
は
『
茜
犬
言
に
似
た
り
と
雄
も
迫
年
五
大
州
の
父
母
た
ら
ん
と
と
を
標
準
と
し
、
我

神
州
を
旧
制
超
し
皇
化
を
寓
邦
に
光
輝
す
る
何
ぞ
能
は
ぎ
る
の
現
あ
ら
ん
や
』
(
「
下
問
に
謝
ナ
る
の
議
」
明
治
二
一
き
た
る
公
の
言
を
想
起
し

左
け
れ
ば
左
ら
由
。
我
々
は
公
に
於
て
偉
大
友
る
日
本
的
マ
ー
カ
ン
テ
イ

H
ス
ト
を
見
る
の
で
あ
る
。

附
記

l
I本
稿
は
「
明
拍
維
新
後
に
於
け
る
経
幡
町
政
策
白
研
究
」
白
題
下
に
日
本
車
術
振
興
曾
よ
り
援
助
を
受
け
て
な
し
つ
L

島
る
軒
究
白
一
部
で
島
る

7) 




